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０８年度関西観光振興議員連盟の事業等に関するアンケート
「近畿２府４県が連携した観光振興を目指して」調査結果から

アンケート概要
対象：関西観光振興議員連盟加盟の府県議会議員
アンケート回答数：６０件内訳 大阪２６京都８兵庫６奈良１１滋賀４和歌山５
集計方法：１のＱ１～４は、フリーアンサーの中からキーワードを抽出し、該当する項目
に分類と集計した。（複数回答）
２は、各府県ごとに回答数を集計（複数回答）今回の紙面では代表的な回答例を紹介して
いる。

総会基調講演

産業観光振興については、点在する各産業観光施設のネットワーク化と観光ルートの作成が
２０％で１位。次いで積極的なＰＲ、地元産業との連携、産業観光資源の発掘が続く。関西圏
では多くの企業や産業があるほか、企業ミュージアム等も多いことから、モデルルートやＰ
Ｒ強化を望む声が多くあった。

分科会「フードツーリズム」分科会「フィルムツーリズム」

関
西
観
光
振
興
議
員
連
盟

（
会
員
数
２
３
０
名
）
は
、

近
畿
２
府
４
県
の
超
党
派
の

府
県
議
会
議
員
の
参
加
に
よ

り
、
０６
年
８
月
２８
日
に
発
足

し
た
。観
光
振
興
へ「
近
畿
は

１
つ
」
を
合
言
葉
に
、
東
ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
か

ら
の
観
光
客
の
拡
大
に
よ
っ

て
、
関
西
経
済
の
活
性
化
、

新
し
い
興
隆
を
目
指
し
て
お

り
、
観
光
振
興
を
目
的
に
府

県
を
越
え
て
活
動
す
る
議
連

は
全
国
初
と
注
目
を
集
め
て

い
る
。議
連
の
代
表
幹
事
は
、

京
都
、大
阪
、兵
庫
、常
任
幹

事
に
は
、奈
良
、和
歌
山
、滋

賀
の
各
府
県
議
会
議
長
が
務

め
、
事
務
局
を
大
阪
府
議
会

事
務
局
内
に
置
い
て
い
る
。

設
立
に
つ
い
て
は
、
広
域

連
携
だ
け
で
な
く
、
地
方
分

権
や
道
州
制
の
議
論
が
全
国

的
に
高
ま
り
、
府
県
域
を
越

え
た
積
極
的
な
論
議
や
取
り

組
み
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と

も
背
景
に
あ
る
。

設
立
総
会
は
大
阪
市
内
で

開
催
さ
れ
、
桂
三
枝
・
上
方

落
語
協
会
会
長
に
よ
る
記
念

講
演
会
の
後
、
中
之
島
・
道

頓
堀
地
区
の
大
阪
水
都
再
生

事
業
を
船
上
か
ら
視
察
し

た
。
ほ
か
に
も
同
連
盟
の
活

動
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
探

る
た
め
に
会
員
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

０７
年
度
の
事
業
計
画
に
反
映

さ
せ
た
。

０７
年
度
の
総
会
は
、
９
月

３
日
、
京
都
市
内
で
開
か
れ

た
。松

平
定
知
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
基
調
講
演

と
３
つ
の
分
科
会
が
実
施
さ

れ
た
。
分
科
会
で
は
「
源
氏

物
語
千
年
紀
事
業
（
文
化
・

歴
史
遺
産
を
い
か
し
た
地
域

振
興
）」を
テ
ー
マ
に
山
本
壮

太
・
同
委
員
会
ゼ
ネ
ラ
ル
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
、
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
（
外
国
人
観
光
客
の
誘

致
）」を
テ
ー
マ
に
、
谷
口
せ

い
子
氏
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
日
本
政

府
観
光
局
職
員
）
が
、
「
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
体
験

交
流
型
観
光
）」を
テ
ー
マ

に
、
観
光
カ
リ
ス
マ
で
体
験

型
観
光
の
専
門
家
で
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
刀
根

浩
志
氏
ら
が
講
師
を
務
め

た
。１１

月
か
ら
は
、
前
年
度
実

施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希
望
の

多
か
っ
た
研
究
項
目
の
中
か

ら
、
自
主
的
に
も
っ
と
研
究

し
た
い
と
い
う
会
員
を
募

り
、
大
阪
府
庁
内
で
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
」「
産
業
観
光
振
興
」「
統

一
観
光
振
興
条
例
の
検
討
」

の
３
つ
の
個
別
研
究
会
が
行

わ
れ
た
。

０８
年
度
総
会
は
、
９
月
８

日
、神
戸
市
内
で
開
か
れ
た
。

黒
田
勇
・
関
西
大
学
社
会
学

部
長
に
よ
る
基
調
講
演
の

後
、
分
科
会
を
実
施
。
「
映

像
に
よ
る
地
域
振
興
・
観
光

振
興
（
フ
ィ
ル
ム
ツ
ー
リ
ズ

ム
）」は
、
観
光
カ
リ
ス
マ
で

も
あ
る
田
中
ま
こ
・
神
戸
フ

ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス
代
表
、「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
・
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
」
は
、
辻
の
ぞ
み
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
「
食
旅

（
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
）」

は
、
安
田
亘
宏
・
旅
の
販
促

研
究
所
所
長
ら
が
講
師
を
務

め
た
。

そ
の
ほ
か
０８
年
度
事
業
と

し
て
、
会
員
に
対
し
て
２
府

４
県
が
連
携
し
た
広
域
観
光

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

有
識
者
か
ら
関
西
の
観
光

に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
基

調
講
演
と
い
う
形
で
聞
き
、

実
務
や
現
場
の
声
を
専
門
家

を
招
い
て
分
科
会
で
学
ぶ
ス

タ
イ
ル
は
、
時
間
や
予
算
を

効
率
的
に
使
う
モ
デ
ル
と
し

て
成
功
事
例
と
い
え
る
。

テ
ー
マ
も
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
」
「
産
業
観
光
」
「
体
験

型
観
光
」
な
ど
観
光
ト
レ
ン

ド
を
敏
感
に
取
り
上
げ
、
会

員
が
地
元
の
事
情
に
合
わ
せ

た
研
究
や
情
報
収
集
の
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
２

府
４
県
の
観
光
情
報
な
ど
を

収
集
・
分
析
し
た
資
料
と
し

て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
同
議
員

連
盟
の
活
動
の
方
向
性
を
決

め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

関
西
観
光
振
興
議
員
連
盟
の
３
年
間
の
実
績

観光客誘致の方策については、６府県一体のプロモーションが有効と答えたのが１８．３％で１
位、次いで、旅行商品化、インフラ整備、ルートの作成となる。また、関西圏らしく各府県
の個性や特徴を出す取り組みが必要と答えた人が１０％にもなった。

２府４県の連携については、６府県がひとつのテーマを持ったプロモーションが１０％で１位。
以下、内容によって規模を分けた取組み、海外に向けた共同プロモーション、共同ＨＰ開設、
ルートの作成、メディアの活用が続く。突出した意見ではなく、幅広い回答となった。

２．各府県の取組みについて
Ｑ１．各府県で、広く国内外にアピールしたい観光地、イベント、特産品など観光資源につ
いて具体的にご紹介ください。

大阪：食いだおれ、水の都、天神祭など 京都：世界文化遺産、特産品（漬け物、菓子、野
菜、西陣織、扇子など） 奈良：平城京１３００年、世界遺産、吉野など 兵庫：姫路城、出石
の城下町、Ｂ級グルメなど 和歌山：自然景観、温泉、熊野古道など、滋賀：琵琶湖、歴史、
文化財など

Ｑ２．府県における観光振興の取り組みで、成功事例があればご紹介ください

大阪：水都大阪の整備、アジアからの観光客、修学旅行の誘致など 京都：源氏物語千年紀、
嵐山と東山の花灯路 奈良：奈良燈花会、外国人観光客アンケートなど 兵庫：防災、震災
からの復興、県出身の著名人を通じたＰＲなど 和歌山：世界遺産、和歌山大学観光学部、
ほんまもん体験など 滋賀：彦根娘、ひこにゃん、歴史とガラスの街長浜など

観光に関する人材育成では、現場での教育、実地研修が１８．３％で１位。次いで雇用場所、就
職先の確保、外国語教育や観光ガイドの育成といった実務や現場で求められている人材を育
成すべきという意見が上位を占めた。

京
都
府
は
、
豊
か
な
文
化

や
世
界
に
誇
る
伝
統
産
業
、

更
に
は
、
次
代
を
担
う
最
先

端
技
術
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
「
本
物
」
が
あ
り
、
こ

れ
ら
が
内
外
の
人
々
を
引
き

寄
せ
る
京
都
の
魅
力
と
な
っ

て
い
る
。
昨
年
、
「
源
氏
物

語
千
年
紀
事
業
」を
展
開
し
、

世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
京
都

は
、
今
秋
、
経
済
界
な
ど
と

一
体
と
な
り
、
「
京
都
知
恵

と
力
の
博
覧
会
」
を
開
催
す

る
。
伝
統
産
業
の
工
房
や
企

業
の
研
究
所
の
開
放
、
文
化

財
の
特
別
公
開
な
ど
、
ま
さ

し
く
京
都
の
奥
深
さ
を
発
信

す
る
取
組
と
し
て
、
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
京
都
府

は
、
各
地
に
特
色
あ
る
伝
統

・
文
化
や
魅
力
あ
る
観
光
資

源
が
数
多
く
存
在
す
る
。
今

後
、
近
畿
２
府
４
県
が
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
魅
力

を
多
方
面
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
観
光
集
積
地
「
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｉ
」
と
し
て
の
価
値
が

更
に
高
ま
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
議
連
と
し
て
も
、
関
西

発
展
の
た
め
、
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
。

奈
良
県
は
、
２
０
１
０
年

に
開
催
さ
れ
る
平
城
遷
都
１

３
０
０
年
祭
を
控
え
て
、
観

光
に
つ
い
て
は
非
常
に
盛
り

上
が
っ
て
き
て
い
る
。
と
く

に
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
せ
ん
と
く
ん
の
知
名
度

が
高
く
、
議
会
の
活
動
で
他

府
県
の
議
員
と
交
流
の
際
に

話
題
に
の
ぼ
る
こ
と
も
多

い
。奈

良
に
は
日
本
の
始
ま
り

が
感
じ
ら
れ
る
史
跡
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。
平
城
遷
都

１
３
０
０
年
祭
で
は
、
県
内

で
イ
ベ
ン
ト
や
様
々
な
関
連

事
業
が
実
施
さ
れ
る
の
で
、

平
城
宮
跡
だ
け
で
な
く
、
法

隆
寺
、
吉
野
の
世
界
遺
産
や

明
日
香
村
、
藤
原
京
な
ど
歴

史
に
沿
っ
て
訪
れ
て
も
ら
い

た
い
。

近
畿
２
府
４
県
の
連
携
で

は
、
他
の
府
県
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
平
城
遷
都
１
３
０
０
年

祭
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
な
ど
協
力

が
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
さ

ら
に
関
西
観
光
振
興
議
員
連

盟
の
議
員
が
、
よ
り
具
体
的

な
勉
強
会
や
活
動
を
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

京
都
府
で
は
、
京
都
観
光

の
質
と
観
光
客
の
満
足
度
の

向
上
の
た
め
、
京
都
の
持
つ

あ
ら
ゆ
る
観
光
資
源
を
一
層

活
用
し
て
、
地
域
の
活
性
化

や
産
業
振
興
に
貢
献
し
、
地

域
と
来
訪
者
が
交
流
を
深
め

共
に
満
足
す
る
観
光
を
目
指

し
て
い
る
。

昨
年
よ
り
、
京
都
府
と
京

都
府
観
光
連
盟
で

は
、
京
都
観
光
の
担

い
手
と
な
る
人
材
を

育
成
す
る
「
京
都
観

光
未
来
塾
」
に
取
り

組
み
、
観
光
関
連
産

業
従
事
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど

実
務
経
験
者
を
対
象

に
講
座
を
開
講
し
て

い

る
。http

:
//w

w
w
.k
y
o
to
-k
an
k

ou.or.jp/

奈
良
県
で
は
、
平
城
遷
都

１
３
０
０
年
祭
が
開
催
さ
れ

る
２
０
１
０
年
に
向
け
た
観

光
力
強
化
の
一
環
と
し
て
、

（
社
）奈
良
県
観
光
連
盟
と
、

（
財
）
奈
良
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
統
合
。
４

月
１
日
に
（
仮
称
）
（
財
）

奈
良
県
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー

ロ
ー
を
設
立
し
、
宿
泊
観
光

に
つ
な
が
る
県
中
南
部
地
域

へ
の
旅
行
商
品
の
造
成
や
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
る
。

ま
た
、東
京
日
本
橋
に『
奈

良
ま
ほ
ろ
ば
館
』
を
オ
ー
プ

ン
し
、
平
城
遷
都
１
３
０
０

年
祭
を
中
心
と
す
る
観
光
情

報
の
発
信
、
県
内
の
歴
史
文

化
遺
産
等
を
生
か
し
た
展
示

や
イ
ベ
ン
ト
、
県
産
品
等
の

紹
介
・
宣
伝
・
販
売
等
を
行

っ
て
い
く
。

京
都
府

奈
良
県

京
都
観
光
情
報

奈
良
観
光
情
報

平城遷都１３００年祭
記念祝典イメージ図と
マスコットのせんとくん

家元丈夫
府議会議長

川口正志
県議会議長

京都観光未来塾

大
阪
府
は
抜
本
的
な
行
財

政
改
革
で
全
国
的
に
注
目
を

集
め
て
い
る
が
、
そ
の
一
方

で
、
大
阪
の
町
並
み
や
建
築

物
な
ど
を
展
示
品
と
す
る

「
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」

や
街
に
賑
わ
い
を
呼
び
込
む

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
展
開
。こ
の
夏
は
、水
の

都
大
阪
の
魅
力
を
国
内
外
に

発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
水
都

大
阪
２
０
０
９
」を
、府
・
市

・
経
済
界
が
一
体
と
な
っ
て

開
催
。
観
光
で
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
は
「
移
動
し
や
す
い
こ

と
」
。
関
西
に
は
数
多
く
の

観
光
地
が
あ
る
が
、
名
所
巡

り
を
す
る
に
も
、
交
通
の
便

が
良
く
な
く
て
は
始
ま
ら
な

い
。
３
月
に
開
通
す
る
阪
神

な
ん
ば
線
は
神
戸
・
難
波
・

奈
良
の
３
都
市
を
結
び
、
広

域
的
な
移
動
の
利
便
性
が
向

上
す
る
。
広
域
観
光
に
お
け

る
大
阪
の
役
割
は
、
観
光
客

に
と
っ
て
便
利
な
出
入
り
口

と
な
り
、
関
西
の
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
と
な
る

こ
と
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
も
関
西
国
際
空
港
を
２

府
４
県
が
連
携
し
、
共
同
で

活
性
化
す
る
こ
と
が
重
要
。

和
歌
山
県
の
観
光
は
、
世

界
遺
産
の
高
野
山
や
熊
野
古

道
は
じ
め
、
自
然
環
境
や
農

山
魚
村
の
産
業
を
生
か
し
た

体
験
型
観
光
な
ど
が
好
調
。

果
樹
王
国
和
歌
山
の
多
種
多

様
な
果
実
や
新
鮮
な
魚
介
類

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
素
晴

ら
し
い
食
材
も
魅
力
で
あ

る
。和

歌
山
県
議
会
で
は
、
近

畿
で
初
め
て
の
観
光
条
例
を

制
定
す
る
た
め
、
県
内
の
市

町
村
の
首
長
と
意
見
交
換
を

進
め
な
が
ら
今
年
中
の
成
立

を
目
指
し
て
い
る
。

広
域
連
携
に
関
し
て
は
、

近
隣
府
県
と
連
携
し
て
誘
客

活
動
に
取
り
組
み
、
相
乗
効

果
を
図
れ
る
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、

和
歌
山
県
は
関
西
国
際
空
港

に
近
く
、
温
暖
な
気
候
と
ゴ

ル
フ
場
の
豊
富
さ
か
ら
冬
場

の
韓
国
か
ら
の
観
光
客
が
多

い
。
こ
れ
ら
の
観
光
客
の
ニ

ー
ズ
に
即
し
た
旅
行
商
品
を

つ
く
り
、
近
畿
を
広
域
で
め

ぐ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

た
い
。

今
年
、
大
阪
府
で
は
、�
水

の
都
・
大
阪
�
の
魅
力
を
体

感
で
き
る
「
水
都
大
阪
２
０

０
９
」
を
８
月
２２
日
か
ら
１０

月
１２
日
ま
で
開
催
す
る
。
大

阪
市
内
の
川
か
ら
な
る
「
水

の
回
廊
」
周
辺
を
会
場
に
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
大
阪
の
ま
ち
全

体
を
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に

見
立
て
、
そ
の
魅
力
を
国
内

外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
大
阪
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
構
想
」
を
地
域
の

魅
力
づ
く
り
の
府
民
運
動
と

し
て
推
進
し
て
お

り
、
今
後
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
な
ど
の

演
出
や
観
光
ル
ー

ト
化
を
予
定
し
て

い
る
。
大
阪
府
で

は
「
に
ぎ
わ
い
溢

れ
る
大
阪
へ
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。

和
歌
山
県
に
と
っ
て
今
年

は
、
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
」
の
世
界
遺
産
登
録

５
周
年
と
Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
全

通
５０
周
年
と
い
う
記
念
の

年
。こ

れ
を
機
に
、
高
野
山
、

熊
野
三
山
・
熊
野
古
道
の
魅

力
を
改
め
て
国
内
外
に
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
海
、

山
、
川
、
温
泉
な
ど
の
自
然

や
、
農
林
漁
業
、
民
泊
を
活

用
し
た
和
歌
山
な
ら
で

は
の
体
験
観
光
の
普
及

を
目
指
す
。

さ
ら
に
県
民
あ
げ
て

の
「
お
も
て
な
し
」
充

実
に
よ
る
観
光
地
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
等

に
よ
り
、
誘
客
促
進
、

滞
在
時
間
の
長
期
化
、

リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

大
阪
府

和
歌
山
県

大
阪
観
光
情
報

和
歌
山
観
光
情
報

畠 成章
府議会議長

大沢広太郎
県議会議長

水都大阪２００９
http : //www.suito-osaka 2009.jp/

那智の滝と三重の塔

兵
庫
県
で
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル

ー
プ
と
共
同
で
「
あ
い
た
い

兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
４
月
か

ら
６
月
ま
で
実
施
す
る
。

全
国
に
兵
庫
の
魅
力
あ
る

観
光
地
や
食
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
紹
介
し
て
い
く
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
訪
れ

て
も
ら
い
た
い
。

２
府
４
県
の
連
携
で
は
、

特
に
東
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心

と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。

関
西
が
広
域
的
に
連
携
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
資
源

を
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
で
関
西
は
ど
こ
に
も
負

け
な
い
魅
力
的
な
エ
リ
ア
と

な
る
。

昨
年
１０
月
に
観
光
庁
が
設

置
さ
れ
、
全
国
各
地
で
観
光

の
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
る

中
、我
々
も
負
け
な
い
よ
う
、

兵
庫
の
良
さ
、
関
西
の
素
晴

ら
し
さ
を
、
ど
ん
ど
ん
情
報

発
信
し
て
い
き
た
い
。

滋
賀
県
の
観
光
は
、
日
本

一
の
琵
琶
湖
を
中
心
に
、
近

江
牛
や
鮒
寿
司
と
い
っ
た
近

江
の
食
材
な
ど
で
知
ら
れ

る
。
特
に
文
化
財
は
多
く
、

全
国
で
４
番
目
。
博
物
館
な

ど
の
施
設
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
点
在
し
て

い
る
の
が
特
徴
。
比
叡
山
延

暦
寺
は
、世
界
文
化
遺
産
に
、

彦
根
城
は
世
界
文
化
遺
産
暫

定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
京
都
に
隣
接
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
上
重

要
な
史
跡
も
多
い
。
織
田
信

長
の
安
土
城
築
城
、
関
が
原

の
戦
い
な
ど
が
有
名
だ
。
こ

れ
を
全
国
的
に
売
り
出
し
て

い
く
べ
き
だ
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
特
に

姉
妹
都
市
で
あ
る
中
国
の
湖

南
省
と
の
交
流
を
拡
大
し
た

い
。
湖
南
省
の
人
口
は
約
６

８
０
０
万
人
。
富
裕
層
と
い

わ
れ
る
１
割
に
訪
れ
て
も
ら

う
こ
と
で
十
分
。
こ
の
実
現

た
め
に
は
、
関
西
国
際
空
港

の
活
性
化
が
極
め
て
重
要

で
、
近
畿
２
府
４
県
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

兵
庫
県
で
は
、
今
年
の
４

月
か
ら
６
月
ま
で
Ｊ
Ｒ
グ
ル

ー
プ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

「
あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
開
催
す
る
。

世
界
遺
産
姫
路
城
の
特
別

公
開
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公

園
と
城
下
町
出
石
周
遊
バ
ス

の
運
行
な
ど
約
７０
の
特
別
イ

ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、

地
元
ガ
イ
ド
が
地
域

の
魅
力
的
な
観
光
名

所
を
ご
案
内
す
る
約

５０
の
「
ひ
ょ
う
ご
の

ま
ち
歩
き
」
コ
ー
ス

な
ど
、
兵
庫
の
魅
力

を
満
喫
で
き
る
盛
り

だ
く
さ
ん
の
企
画
を

用
意
。
全
国
か
ら
の

観
光
客
誘
致
に
取
り

組
む
。htt

:
//w
w

w
.hyogodc.jp

滋
賀
県
は
琵
琶
湖
を
は
じ

め
と
し
た
「
豊
か
な
自
然
」

や
奥
深
い
「
歴
史
」
、
水
と

の
関
わ
り
で
培
わ
れ
た
「
生

活
文
化
」
が
今
な
お
息
づ
く

と
こ
ろ
。

特
に
、平
成
２１
年
度
は「
祈

り
の
み
ち
巡
礼
の
み
ち
」
を

テ
ー
マ
に
、
比
叡
山
で
最
澄

が
開
い
た
天
台
宗
の
総
本
山

延
暦
寺
を
は
じ
め
、
近
江
に

あ
る
数
多
く
の
歴
史
的
遺
産

の
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て

い
く
。滋

賀
県
で
は
「
訪
れ
る

人
を
温
か
く
迎
え
る
滋
賀

の
人
び
と
に
よ
る
お
も
て

な
し
と
観
光
地
と
の
調
和

も
滋
賀
の
魅
力
」
と
世
界

遺
産
や
国
宝
な
ど
の
優
れ

た
文
化
財
と
お
も
て
な
し

の
滋
賀
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
。

兵
庫
県

滋
賀
県

兵
庫
観
光
情
報

滋
賀
観
光
情
報 釜谷研造

県議会議長
上野幸夫
県議会議長

近江八幡水郷

姫路城

関関西西地地域域のの府府県県議議会会議議員員がが観観光光振振興興でで連連携携

近畿２府４県の観光振興の取り組みについて聞く


